
［参加申込・問い合わせ］
申込方法、詳しい実施内容は本学Web Pageをご覧いただくか、次の担当までお問い合わせください。

小樽商科大学入試課入学試験係／電話　0134-27-5254
E-mail nyushi@office.otaru-uc.ac.jp URL  http://www.otaru-uc.ac.jp/hnyu1/open2004/open2004.htm

URL：http://www.otaru-uc.ac.jp

大学の法人化とともに、本学ではビ
ジネススクールが開校されました。こ

れを記念する本号に、北海道知事、小樽市長、OBの佐
野氏より励ましの寄稿が届きました。心からお礼を申
し上げます。新しい出発に際して、本学の挑戦の意気
込みが伝えられたら幸いです。（Y.N）

開講期間／後期：10月1日～2月7日
授業時間（90分）／6講目 17：45～19：15

7講目 19：25～20：55
受講料／9,200円（教材費等は含みません。）
募集期間／平成16年10月上旬（10日間程度）

■公開講座に関するお問い合わせ
学務課教育課程改善係／電話：0134-27-5240

FAX：0134-27-5243

【ご意見・ご要望のお願い】
広報委員会では、読者の皆様のご意見・ご要望をもとに、

より良い広報誌を作成する所存です。取り上げてほしい話
題、質問したいことなど何でも結構ですから下記にお寄せ
ください。
E-mail：kouhou@office.otaru-uc.ac.jp FAX：0134-27-5213

中　善宏、小林敏彦、田野有一、
羽村貴史、半田　寿

編　　集
スタッフ

本学では、昨年に引き続き、「地域と共に進める小樽商科
大学の国際交流」をテーマにして、小樽市中心街にある「道
新ホール」にて市民との懇談・意見交換会「第２回小樽商科
大学一日教授会」を３月５日（金）に開催しました。当日は、
３月上旬の夜の寒さがまだ厳しい中を、多くの市民の方の参
加を得て活発な会議となりました。
最初に、秋山学長から本学の歴史について地域住民と本学
後援会「緑丘会」の支援により現在まで発展してきた経緯が
話され、その後、本学の現況と大学改革の状況について説明
がありました。特に、４月からの国立大学法人への移行、ビ
ジネススクール設置の説明を行い、その後に現在の学生の気
質等について、「女子学生が全体の４割を占め、男子学生よ
りも活発で元気がある。札幌からの通学学生が６割以上を占
め、大学外での学生生活は札幌中心となっている」等の紹介
がありました。
その後、新夜間主総合コース、今回のテーマである本学の
国際交流の現状、これから取り組む計画について、詳細な説
明が行われました。
次に意見交換会に移り、参加者から多くの質問や意見・要
望が寄せられました。特に、大学の事業運営等については、

「国立大学法人への移行は効率的な大学運営が重視されすぎ
ており、評価の難しい人文社会科学系が均衡を保ちつつ発展
できるのか」という質問があったほか、「新夜間主コースに
おける授業公開制度に期待しているが、地方大学として地域
産業についての研究や提言を積極的に行ってほしい」という
要望がありました。また、国際交流については、「留学生の
帰国後のケアを行うシステムの充実、短期留学プログラムイ
ンターンシップにおける受入企業の拡大、地域の国際化のた
めに地域での国際交流イベントの交流など、留学生と街の若
者が交流できる場を作ること」、「小樽市以外の小・中学校に
おける『総合的な学習の時間』へ留学生を派遣すること」な
どについて質疑応答を行い、貴重な提言をいただきました。
最後に学長から、今回の交換会も多くの貴重な収穫を得るこ
とができ、今後の大学運営に活かしたいとの発言があり、予
定時間をオーバーして活発な市民との意見交流会を終了しま
した。なお、本教授会における市民の方々からの質問・要
望・提言に対する本学の回答については、近日中に本学のホ
ームページ（http://www.otaru-uc.ac.jp）に公開しますので、
是非ご覧ください。

８月６日（金）に受験生、父母の皆様、高校の先生を対象
とした大学説明会を開催します。模擬授業のほか、受験生
の疑問や不安に分かりやすくお答えするプログラムを多数
用意しています。大学への関心や受験意欲がきっと高まる
はずですので，ぜひご参加ください。

【８月６日（金）のタイムスケジュール】
■高校生のための夏期講座「大学で学ぶ現代社会」
〈９:50～10:50〉
●「お金」と銀行 ―「お金」は回り，銀行が「お金」を創る？

商学科教授　　大矢　繁夫
●社会保障とは ―国民的強制助け合いシステムの必要性－　

企業法学科助教授　　片桐　由喜
●大学英語：習得成功への戦術

言語センター助教授　　ショーン・クランキー

〈11:10～12:10〉
●需要と供給の世界　　　　　　　

経済学科教授　　山本　賢司
●公平にものを分けるとは ―簡単な例をもとに－

社会情報学科教授　　行方　常幸
●「社会と環境」：熱帯林の消失、その要因と影響

一般教育等教授　　宝福　則子

■各種説明会・相談会など
〈13:30～17:00〉
［プログラム］大学紹介、学科説明会、保護者と学長と
の懇談会、進路指導担当教諭説明会、一般教育・語学
教育・教員養成説明会、入試・学生生活相談会、商大
生との相談会、キャンパスツアー

本学では、今年度から、夜間主コースの正規授業を公開講座として一般市民
の方々に開放しています。この機会にキャンパスライフを体験しながら、本学
の授業を皆様のブラッシュアップ、スキルアップにお役立てください。
（授業聴講のみの参加となります。単位、資格等を取得することはできません。）

大学説明会を開催します
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INFORMATION

7
誌名の由来 ヘルメス（Hermes）は、ギリシャ神話の神の一人で伝令の神、また商業、学術などの神、クーリエ（courrier）とはフランス語で郵便物のこ

とですが「～通信」として新聞誌名等に用いられています。ですから「ヘルメス・クーリエ」とは「商大通信」であるとご理解ください。

公 開 授 業（通常授業公開講座）
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「第２回小樽商科大学一日教授会」を開催


